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【要  旨】  
本研究の目的は 24 時間尿中クレアチニン排泄量の推算（ E-24hCr）を用いる
ことにより、より正確な尿蛋白排泄量の推算式（ E-24hUp）を求めることである。  
116 人の慢性腎臓病患者における、尿 Up/Ucr、24hUp を測定し、E-24hCr＝  ｛体
重（ kg）×14.89＋身長（ｃｍ）×16.14－年齢×2.043－ 2244.45｝ /1000 と計
算し、24 時間尿蛋白排泄量［ E-24hUp（ =Up/Ucr×E-24hCr）］を求めた。Up/Ucr
と 24hUp、 E-24hUp と 24hUp、それぞれの相関関係を解析した。  
全患者における 24hUp は 3.12±3.34（平均±標準偏差） g/day であった。相
関関係に関しては、24hUp と Up/Ucr (R = 0.7615、 p＜ 0.001)、24Up と E-24hUp 
(R = 0.8623、 P＜ 0.001)であった。また、 24hUp により 3 郡に分け比較したと
ころ、 24hUp と E-24hUp に関してはそれぞれ有意に相関していたが（ P=0.01、
P<0.001、 P<0.001）、 24hUp と Up/Ucr では中等度蛋白尿群において相関関係が
有意ではなかった（ p=0.04、 p=0.07、 p=0.01）。中等度蛋白尿群における 24Up
と E-24hUp の相関係数は 24hUp と Up/Ucr に比べ有意に高かった（ Z= 2.03、 p= 
0.04）。  
尿蛋白の重症度をより正確に調べるためには、 24 時間尿中 Cr 排泄量の推算
式をもとにした E-24hUp を用いることが望ましいと考えられる。  
